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※本稿は、 Kanae Nishioka，“豆amaOmura’s Unit learning 
practice for Japanese classes” in Yoko Yamasaki and 
Hiro戸.tlci Kuno eds., Educational Progressivism, Cultw・·al
Encounters and Rそform in Japαn, Routledgeラ 2017,

















るものである（Cf. 樋口、 2005；播本、 200針。
大村はまは、 1980年に74歳で引退し、 約l世紀を









るものの、 客観性を欠き、 信頼できない 「自己中心的








治時代後期の 1906 年に生まれた大村は、 羽仁もと子
（第5 章参照） よりも一世代若い。 したがって、
において女性が穣極的な役割を果たしうることを大村
に示した先駆者として、 羽仁を位置づけることも可能





チャンであり、 父は当時、 ミッション ・ スクールであ
る共立女学校の教頭で、あった（同上）。 大村は多数の教
と2冊の自伝（大村、 1998 · 大村、 2005） を執筆
した。 自伝のうちの1冊は大村の90歳代に出版され、
もう1冊は大村の死後に刊行された。21世紀に入って























た。 この著書は、 広く読まれ、 大きな影響力を持った
l章参照）。新渡戸の外交的な仕事は匡際的にも認
められており、 後には闇擦連盟の事務次長にも任命さ
れた。 東京女子大学の国際的なアプロ ー チは、 第2代
学長である安井てつにも引き継がれている。 安井てつ
は、 オクスフォ ー ドとケンブリッジで学んだ。 特に女
子教員養成校ケンブリッジ ・ トレー ニング・カレッジ
で、は校長エリザベス ・ ヒユ ースと親密な関係を築き、
日本にも講演に招蒋している（Hirsch and McBeth, 









































ルとして、小学校、新制の中学校 ・ 高等学校という6 ・

























習会(f全 国再教育指導者養成協議会J） に、 大村は参
加する機会を得る（倉沢、1982:531 ）。 講習会の中で、
米関のオズボー ン（Monta L. Osborne) 
いての話をした際、 大村が自身の実践を紹介したとこ
ろ、 オズボー ンが 「あなたがやっているのが単元学習
ですjと答えたというエピソ ー ドが残っている（大村、
1987 : 158 備61 ）。
1950年から1958年にかけて、 関語教育学者の西尾
実の推薦で、 大村は文部省の 「学習指導要領j 作成の










書くこと、 開くこと、 話すことが、 それぞれ切り離さ
れた学習で、あってはならず、 f言語生活の学習j である
べきだとしづ西尾の考えを実現すべく、 大村は工夫を






た。 その後は、 目黒区立第八中学校、 中央霞紅葉川中
学校、 中央区立文海中学校において国語単元学習の模











































































より、 生徒たちはまず 「社会面jから読み取り、 「災害j
f少年の生活 ・ 教育j f体育 ・ スポー ツj f文化 ・ 芸締j
f事件J r庶民の生活jの6種類について要点を捉えて、
色君rJのカ ー ドに記録していった。 その後、 カ ー ドを用


























「天声人語jと f声J の要点を示したカ ー ドを用いた。
大村は、 レポートを書くことに焦点を合わせた




れる（世羅、 2004、 2005）。 ここでは、 そのうちの 3
つについて検討しよう。




































他のグツレー ブ。は、 上手な発表のイメー ジをつかむこと

























く。 表 9-1の手びきの例では、 「これから何について話
し合うか言うj、 日司会は〕出ている考えをまとめて、
問題を出し直すjといったポイントが、 具体的な例と











世羅博昭は、 大村の 「学習の手びきJを 次のように
















(I-3） とは、 たとえば話し合いの場臣で、 教師が優れ
た生徒の姿を実演して見せる例を指す。 「授業展開の





機能については、 表 9-1の例は、 生徒たちの雷語能
力を高め（II-1）、話し合いの方法を学ばせる（立ーのた
めの手びきと言えよう。 「認識の深化・拡充を図るため
の手引き（＝心を耕す ための手引き ） J （払2） というの
は、子ど もたちの 発想を豊かに させるよう な手びき で
ある。 た とえ ば、生徒たちが自分の 読んだ本を紹介す
る場聞で は、 聞き手の 子どもたち にf 何かいろいろ 考
えた こ とを書いて おきなさ い J など と 指示して も、 子
ど もたちの筆 は止 まって しま うだろ う 。 それ に 対し、
なので す が、この島あ て に 合って います かJ といった
手びきが与え られている（大村 、 1986 : 117-18）。 生徒
たち は、この よう な手びきを読
む
こ とに よって 、何 も
書 く こ とが浮かば ない状態から税す る こ とが できたの
であ る。
「そうそう、一一ーの と ころ 、 そう だ
、
った と 思 う J、「 一
ーの と ころ、そうかな？ もう一度読ん で、考えて み
るがj 、 「 この本 に は、一一ーが 書いて あるかな、と想像
したj、「いま、発表を聞いて 一ーと 思 う J、r－ーに つ
いて も 書かれています かJ、fわたしの臣あて は、一一一
この ように 大村は まの 「学習の手びきj は 、 生徒た
ち に 学習の上手 な進め方の例をそデノレとして示す もの
で、あ った。 「手びきj の中で示される言葉は、教師であ
る大村自身が学習をして いる際に 頭の中 に 浮かぶ言葉
を書き な ら べたり、また 教室 に いる 生徒たちを思い浮
かべ つ つ、f誰さ ん な らど うかなj と 考えていったりし
9 8 7 6 5 
表9-1.r学習の手びきJの例
4 3 2 1 
か
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に ら、し て い う
















































































































学期の締めくくりには、 f 表紙j f目次j f あとがきj
「奥付jなどを付けて、冊子として編集される（大村、







る、 少し、 おおげさなことばを使えば、 創造に向かっ
ていくものと思いますjと述べている（大村、 1984:

















て縮かい説明をした上で書かせている。 テ ー プ起こし
された記録によれば、それは次のようなもので、あった。
fでは、 まず上の欄の外、 ここよ、 ここに（（1）と板











日。 ／接線を入れて、 下の欄を作りましょう。 下から
5センチのところ。1 ばん外の罫に、 1 センチの印がつ





































ものであった。 それらは、 グルー プで共同する、
を確実に成功させるためにクラス全体で共有するとい
った、 より幅広い進歩主義的動向に対応するものであ
る。 大村は、 生徒自身が書いた記録を通して、 生徒の
自己評備と省察的な学習を促進した。 生徒たちが良さ















語のノ ー トが残されている（倉沢、 1982: 531。同p.532
には、 実際のノ ー トの写真が掲載されている）。講義中
に取ったメモをもとに、 婦宅してから大村が書き起こ
8 













されている （橋本、 1982: 4）。 その背後には、 話し言
葉の本を読む、 熱心な人々の集まりに参加する、 新聞
の社説の朗読を練習する、 良い講演などを開いて耳を
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